
と
じ
て
侶
・
召
し
ま
し
ょ
う

。惑

日

52

月

0
0

勿第411号霧

毎　月10日・25日
福　岡　県　遠　賀：郡

水　巻　町　発　行

1
＝
　
…
　
ｌ
Ｉ
ｒ

・

　

　

Ｊ

・

吉田団地にて

盆
．
踊
り

各
地
区
か
ら

「
水
巻
音
頭
」
　
が

夏
の
風
物
詩
、
盆
踊
り
大
会
が
各
地

で
、
盆
の
三
日
間
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
け

ら
れ
ま
し
た
。

恒
例
に
な
っ
て
い
る
こ
の
盆
踊
り
大

会
、
今
年
も
〝
盆
休
み
を
ふ
る
さ
と
で

過
ご
そ
う
〟
と
帰
省
し
た
人
た
ち
も
一

緒
に
な
っ
て
大
変
な
に
ぎ
わ
い
。

こ
こ
吉
田
団
地
で
も
、
や
ぐ
ら
を
中

心
に
囲
ん
で
幼
い
子
供
か
ら
大
人
ま
で

幾
重
も
の
輪
を
つ
く
り
、
太
鼓
の
音
に

合
わ
せ
て
手
さ
ば
き
Å
ぁ
ぎ
ゃ
か
、

今
年
か
ら
は
、
〝
水
巻
音
頭
〟
の
曲

も
な
か
れ
、
ふ
る
さ
と
情
緒
満
点
。

集
ま
っ
た
見
物
の
人
か
ら
、
ち
ょ
う

ち
ん
の
灯
り
に
照
ら
さ
れ
た
小
さ
な
踊

り
子
た
ち
に
、
さ
か
ん
に
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
夏
休
み
も

後
一
週
間
、
健
康
に
注
意
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

、町　の人　口

7月末現在（）は昨年比

人　口　25，543（＋530）

男12，397（＋270）

女13，154（＋260）

世帯数　7．747（＋282）

町の面積10．82嘘

写
真
は
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で

企
画
係
ま
で
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眩査望

郡
　
民

郡
民
体
育
大
会
が
、

八
月
六
日
、
遠
賀
郡
四

町
の
選
手
を
集
め
て
、

岡
垣
中
学
校
を
メ
イ
ン

会
場
に
各
競
技
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま

し
た
。炎
天
下
続
き
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
各
町

代
表
選
手
は
力
い
っ
ぱ
い
の
競
技
を
展

な
　
か

体
　
育
　
大
　
全

開
し
ま
し
た
。

水
巻
町
は
、
惜
し
く
も
総
合
で
芦
屋

町
に
つ
い
で
二
位
で
し
た
が
、
陸
上
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
剣
道
な

ど
で
種
目
別
優
勝
を
は
た
し
ま
し
た
。

種
目
別
優
勝
チ
ー
ム
は
、
九
月
十
七

日
、
十
八
日
、
久
留
米
・
大
牟
田
で
行

な
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

郡
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す

◇
陸
上
一
般
男
女

青
年
男
女

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
般
男
子

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
般
男
子

一
般
女
子

◇
軟
式
庭
球

一
般
男
女

一
位

二
位

一
位

二
位
二
位

二
位

◇
卓
球一
般
男
女

青
年
男
女

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
般
男
子

一
般
女
子

壮
年
男
子

◇
剣
道一
般
男
子

青
年
男
子

◇
弓
道一
般
男
子

◇
軟
式
野
球

一
般

二
位
一
位

三
位
二
位
四
位

一
位

二
位

四
位

三
位

民
金
　
特
例
納
付
制
度
で

図

年

　

年

金

権

を

得

ま

し

ょ

う

国
民
年
金
の
未
納
保
険
料
の
特
例
納

付
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

一
時
の
思
い
違
い
や
、
忙
し
さ
に
ま

ざ
れ
た
り
、
経
済
上
の
理
由
な
ど
か
ら

当
然
強
制
適
当
被
保
険
者
の
資
格
が
あ

る
の
に
、
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
人
や
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
時
効
に
か
か
り
、
年
金
権
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
昭
和
五

十
三
年
七
月
か
ら
二
年
間
に
限
っ
て
、

未
納
保
険
料
を
払
い
込
め
ば
年
金
権
が

与
え
ら
れ
る
と
い
う
臨
時
の
特
別
な
制

度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
特
別
の
制
度
は
、
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
ひ
と
月

に
つ
き
四
千
円
の
保
険
料
を
払
い
込
め

ば
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

仕
組
み
で
す
が
、
一
時
に
納
め
に
く
い

人
の
た
め
に
は
、
期
限
内
な
ら
分
納
の

方
法
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間

昭
和
3
6
年
4
月
か
ら
昭
和
5
3
年
3
月

ま
で
の
滞
納
期
間
の
う
ち
、
す
で
に

時
効
に
か
か
り
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
期
間
分

ものを大切にするための

暮ら　しの創意工夫作品募集

古テレビのケースを
洗面用キャビネットに

▼
応
募
要
領

出
品
作
品
は
出
品

票
（
役
場
産
業
課
に

あ
り
）
を
添
え
て
、

9

月

1

1

日

・

1

2

日

、

1
0
時
～
1
6
時
ま
で
に

県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
博
多
駅
前
四
丁

目

3

2

－

2

7

℡

4

1

1

・

4

4

0

0

）

　

へ

▼
募
集
作
品

①
作
品
は
個
人
ま
た

は
共
同
の
自
作
の
も

の
で
、
未
発
表
の
も

∴
鱈
Ｔ

の
に
限
る

②
作
品
は
、
廃
物
、
不
作
品
等
を
再
利

′

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
、
ま

た
は
家
庭
用
品
、
衣
料
品
、
学
用
品
、

玩
具
、
手
芸
品
、
雑
貨
品
等
で
、
独
創

的
な
工
夫
、
改
良
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
い

③
特
許
ま
た
は
実
用
新
案
、
意
匠
登
録

さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
出
願
中
の
も

の
は
出
品
で
き
な
い

④
い
ち
じ
る
し
く
破
損
し
や
す
い
も
の

腐
敗
し
や
す
い
も
の
、
危
険
な
も
の
は

出
品
で
き
な
い

▼
発
表
日
　
9
月
2
0
日

▼
連
絡
先
　
県
消
費
生
活
局
消
費
生
活

課

（

℡

0

9

2

・

7

7

1

・

7

8

2

5）

水
巻
町
に
市
内
局
番

2

0

1

・

2

0

2

の

新

局

番

電
電
公
社
で
は
、
年
々
増
加
す
る
電

話
の
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
設
備
の
拡

充
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
水
巻
町
境
末
に
新
し
い
局
舎
を
建
設

し
、
来
年
二
月
頃
に
開
局
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
電
話
局
に
は
、
水
巻
町

内
の
電
話
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
は
な
は
だ
ご
迷
惑
で
は
あ
り

ま
す
が
、
開
局
と
同
時
に
現
在
ご
使
用

中
の
電
話
番
号
を
、
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
局
後
、
旧
番
号
に
か
か
っ
て
き
た

電
話
に
つ
い
て
は
、
約
四
か
月
間
新
番

号
を
、
案
内
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
声な
お
、
電
話
の
申
込
み
、
架
設
場
所

の
変
更
、
電
話
料
金
な
ど
の
窓
口
業
務

は
、
従
来
ど
お
り
折
尾
電
報
電
話
局
で

取
扱
い
ま
す
。

火事0救急甘ま691－0119番へ　警察は110番へ
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①
日
①
円
の
交
通
共
済
に

加

入

し

ま

し

ょ

う

現
在
加
入
し
て
い
る
か
た
は

き
り
か
え
の
手
続
を

あ
な
た
の
加
入
し
て
い
る
「
一
日
一

円
の
共
済
」
の
期
間
が
9
月
末
日
で
期

限
が
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
各
地
区
の
公

民
館
（
集
会
所
）
で
切
り
か
え
を
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

時
間

午
前
9
時
～
ｉ
ｌ
時
3
0
分

牛
後
1
時
3
0
分
～
4
時

会
場
　
各
地
区
の
公
民
館
（
集
会
所
）

※
頃
未
地
区
の
か
た
は
役
場
住
民
係
で

18 14 11 12 1 1 8 7 6 5 4
九　日日 日 日 ‖ 8 日 日 日 目 目

賭

熊

樋

口

｛ ホ

新

買 †八 田

吉

拍

声 ‡

江住－

み

ず

ほ

立

媒

牛

地
町

住

生

や け

芸宅町　）　 住
用

地 敷 前

区

名

梅

ノ

姑

熊

品 高．

松 ノ

Ｊｉ

賀

〈 無

実
田

1着 下 伊
乍

木

団

地

団木松

聖 区

己日

野

） 区

団

地

田 ■Ｉ

住

左

座

操

贈

ブ
寄
ラ
を
ク
一
ズ
カ
ン
　
ス

水巻ライ　オ

ユ

八
月
十
一
日
、
町
民

全
館
で
水
巻
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
去
二
長
栗
川

正
雄
・
全
月
三
十
五
名

）
か
ら
青
少
年
問
題
協

議
会
に
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー

（
コ
ロ
ナ
バ
ン
千
六
〇

〇
ｃ
ｃ
デ
ラ
ッ
ク
ス
）

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た

こ
れ
は
、
日
頃
か
ら

青
少
年
問
題
に
力
を
い

れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
青
少
年
の
健

全
育
成
、
不
良
化
防
止

に
役
立
て
て
欲
し
い
と

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

青
少
年
問
題
協
議
会

事
務
局
（
町
教
育
委
員

会
）
で
も
、
年
々
増
加

す
る
青
少
年
の
犯
罪
、

㊥
「

シ
ン
ナ
ー
遊
び
等
に
、
こ
れ
で
十
分
教

宣
活
動
が
で
き
、
不
良
化
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
と
、
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

5
4
年
版
県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

県
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
版
福
岡
県

民
手
帳
の
購
入
予
約
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に

役
立
つ
、
最
近
の
資
料
を
集
録
し
て
お

り
、
特
に
使
い
や
す
く
、
見
や
す
く
編

集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
良
さ
伴

＝
）
よ
と
し
て
、
普
通
版
、
大
型
版
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
額
　
　
大
型
版
　
3
0
0
円

普
通
版
　
2
2
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
8
月
3
1
日
ま

で
に
役
場
企
画
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ

ヽ

　

0

－
Ｙ

敬老年金をさしあげます
町では、75歳以上のおとしよりに敬老税金（年金）をさ
しあげますので印鑑をもって受取りにきてください。
◎もらえるかた
明治35年12月31日以前（75歳以上）に生まれた人で昭
和53年4月1日現在水巻町住民基本台帳に登録されてい
る人（外国人は除く）
昭和53年4月1日以降75歳以上でも亡なられた場合は遺
族に支給
◎もらえる金額　1人5千円
◎もってくるもの　印鑑
◎支払い場所　各地区の公民館
◎支払い日時

地　 区　 名 支 払　 月　 日 支　 払　 時　 間

立　 屋　 敷
9　 月 1 2　日

（火 曜 日） 9 ：3 0 － 9 ：4 0

み ず ほ 団 地 ／／ 9 ：5 0 － 1 0 ：0 0

伊　 左　 座 ／1 10 ：10 － 1 0 ：2 0

二　 町　 住 Ｊ／ 10 ：3 0 － 10 ：4 0

上 ／／ 10 ：5 0 － 1 1 ：0 0

林　 住　 宅 ！／ 1 1 ：1 0 － 1 1 ：2 0

下 二 町 住 ／1 1 1 ：2 5 － 1 1 ：3 0

下 ． ／／ 1 1 ：4 0 －・1 1 ：5 0

吉 田 の － 11 午後1 ：3 0 － 1 ：4 0

・吉 田 団 地 1／ 1 ：5 0 ～ 2 ：1 0

吉 田 の 二 1／ 2 ：2 0 － 2 ：4 0

吉 田 の 三

（緑 風 園 も ） ／1 2 ：5 0 － 3 ：0 0

・鯉　 口　 区 ／1 3 ：1 0 － 3 ：2 0

、ヽ
美 吉 野 団 地 ／／ 3 ：3 0 － 3 ：4 0

頃　　　 未

（松 園 荘 も ） 1／ 3 ：5 0 ～ 4 ：10

Ｖ　 机
9　月 1 3　日

（水 曜 日） 9 ：3 0 － 9 ：4 0

古　　　 賀 ／／ 9 ：5 0 － 1 0 ：0 0

新　 生　 街 ／／ 1 0 ：1 0 ～ 1 0 ：2 0

宮 ノ下 社 宅 ／／ 1 0 ：3 0 － 10 ：4 0

4ミ
机　 社　 官 ‥ ／／ 10 ：5 0－ 1 1 ：0 0

古　 賀　 区 、 ／／ 午 後1 ：3 0 － 1 ：4 0

梅 ノ木 団 地 ／Ｊ 1 ：5 0 － 2 ：1 0

高 松 団 地

（高 松 区 も ） ／／ 2 ：2 0 － 2 ：3 0

梅 ノ 木 区 ／／ 2 ：4 0 － 2 ：5 0

樋　　　 口 ＿ ／1 3 ：0 0 － 3 ：2 0

猪　　　 熊 1／ 3 ：3 0 － 3 ：5 0

猪 熊 町 住 ／／ 4 ：0 0 － 4 ：1 0

福祉年金の証書をまだ提出されてない方がいます。至急役場年金係で手続きを。ケ
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三
種
混
合
予
防
接
種

▼
対
象
児

。
第
一
期
（
3
回
接
種
）
　
生
後
2
4
か

月
～
4
8
か
月
の
幼
児

。
第
二
期
（
1
回
接
種
）
　
第
一
期
終

了
後
1
2
か
月
～
1
8
か
月
の
幼
児

▼
日
時

。
1
回
目
　
9
月
5
Ｒ
Ｈ
・
6
日

。
2
回
目
　
9
月
2
6
日
・
2
7
日

。
3
回
目
　
1
1
月
1
4
日
・
1
5
日

。
追
加
日
　
1
2
月
6
日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
注
意
事
項

。
当
日
の
体
温
を
必
ず
は
か
っ
て
く
る

。
問
診
票
に
印
鑑
の
な
い
場
合
は
絶
対

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
前
ロ
］
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

窓
口
ま
で
必
ず
と
り
に
来
る

▼
次
に
あ
げ
る
幼
児
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
熱
が
あ
る

二
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

こ
と
が
あ
る

。
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息
な

ど
）
　
に
か
か
っ
て
い
る

。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

。
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
一
か
月
以
上
経
過
し
て

い
な
い
な
ど
心
配
な
点
は
主
治
医
に

よ
く
相
談
さ
れ
て
く
だ
さ
い

母

　

親

　

学

　

級

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
か
た
が
た
の
た

め
に
、
次
の
要
領
で
母
親
学
級
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
是
非
受
講
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
と
内
容

。
9
月
4
日
　
妊
娠
の
生
理
と
解
剖

妊
娠
中
の
日
常
生
活
、
母
子
手
帳

の
使
い
方
　
栄
養
と
妊
娠
中
毒
症

。
9
月
1
1
日
　
分
娩
の
準
備
用
品
と
補

助
動
作
、
分
娩
、
産
裾
に
つ
い
て

。
9
月
1
8
日
　
新
生
児
の
生
理
と
保
育

家
族
計
画
と
受
胎
調
節

時
間
は
い
づ
れ
も
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

3
0
分

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
そ
の
他

。
受
講
の
際
、
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参

※
9
月
の
吉
田
団
地
公
民
館
で
の
乳
児

健
診
は
中
止
し
ま
す
の
で
、
町
民
会

館
で
の
乳
児
一
斉
健
診
を
利
用
く
だ

さ
い墓
地
移
転
…
日
向
市

次
の
墓
地
が
地
方
改
善
事
業
に
よ
り

移
転
し
ま
す
の
で
縁
故
者
は
9
月
2
0
日

ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
墓
地
　
椛
崎
墓
地
（
宮
崎
県
日
向
市

大
字
塩
見
）

▼
連
絡
先
　
日
向
市
役
所
清
掃
課

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
…
吉
田
片
山

片
山
川
鉱
害
復
旧
の
た
め
片
山
（
富

田
団
地
3
6
棟
附
近
）
地
区
で
工
事
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
（
5
3

年
末
）
、
周
辺
の
か
た
に
は
、
騒
音
、

交
通
雑
多
な
ど
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。九
月
の
…
配
。
野
談

▼
日
時
　
9
月
7
日
・
1
8
日
・
2
8
日

1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

水
巻
民
謡
会
員
募
集

健
康
に
、
美
容
に
も
よ
い
民
謡
を
み

ん
な
で
唄
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
も
ち

ま
し
ょ
う
。
初
心
者
の
か
た
歓
迎

▼
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

▼
場
所
　
　
町
民
全
館

▼
会
費
．
月
千
円

▼
申
込
み
　
町
教
育
委
員
会

今

月

の

納

期

町
県
民
税
‥
・
…
・
・
・
…
2
期
分

国
民
健
康
保
険
税
…
2
期
分

～

′

．

●

～
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．

′

～

′

～

●

′

′

～

！

し

ー

．

」

夜間腎臓治療患者に
交通費の一部支給
県では、夜間（午後5時以降）に人工透析による腎臓
治療患者に対し、通院費の一部（月額2千円）を肋成し
ます。受給資格者は、左記のところへ申請してください
ト受給資格者
身体障害者手帳の所持者で、夜間の人工透析治療回数
が1か月5回以上の者。ただし、生活保護者などで交
通費が支給されている場合は該当し′ない
ト申請先
遠賀福祉事務所（℡601・2121）

9月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、唐の熊県住、頃末（5・12

区）、猪熊

4日　鯉口、車返し、頃末（12・13区）

猪熊

御輪地、垣添、片山、猪熊

古賀、新生街、頃末（18区）、松

目
口
　
日

5

　

6

栄荘団地、緑風園、中央区、ヌメ

り石、本村（1・2組）

7日　古賀、机、美富野団地、中央区、

・・月夜待、商店街、立屋敷、伊左座

宮尾

8日　二、下二、樋口卯月、芙吉野団地

川端通Ｉ上　県道筋、大橋通り、富

田本村

9年二町住、下二町住、机社宅、御輪

地、樋口、高松区

11日′　頃末（15・25区）、新生街（山ノ

ロ団地）、宮ノ下社宅、車返し東

頃末（6・11・14区）

12日　頃未（6・11・14区）

13日　富田団地、古賀区

14日　富田団地、古賀区

16日．吉田団地、古賀区、猪熊

18日　下二、吉田本村、鯉口区、樋口

19日　二、伊左座・、鯉口区、猪熊町住

；20日　古賀県住
・＼

21日　樋口商店街

．22日　みずほ団地

25日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木

区

頭日＿幼稚園通ｌ）、梅ノ木区

27日　輸ノ木区

29日　猪熊

30日　猪熊

－　お　　　　礼

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

吉田片山　　故竹本　綾野殿　竹本円太郎殿

猪　　熊　　故天野　恒夫殿　天野　愛子殿

頃未申橋　　放　阿部ツルヱ殿　阿部フミヱ殿

あなたの役場です　電話匿01）4321

ｍ

□
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